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クレジットカードでの会費・ご寄附のお振込もできます！  

公益財団法人 奥山保全トラスト会報 VOL.24／2022.4.24 

ＱＲコードはこちら→ 

 https://www.okuyama-trust.org/ご入会-ご寄附/ 

               ※太字部分は日本語入力です。 

ホームページから

お願いします。 

 命と平和のために、水源の森を守る  

  三重県池ノ谷トラスト地 春の到来を告げる桜の木（2022年4月10日 職員撮影） 

～森を守り、水を守り、命を守る～ 公益財団法人奥山保全トラスト 

〒662-0042 兵庫県西宮市分銅町1-4 熊森ビル3階 電話・FAX 0798-34-0980  

春陽の候、皆様におかれましてはますますご清祥のことと拝察いたします。春は新しい生命誕生の季

節。生を受けた動物たちは、待ち望んだ雪解けに外界へと飛び出します。生きていくための術を身に付け

なければならず、生きるための戦いの始まりでもあります。 

一方、人類の戦争は最大の自然破壊です。戦争のための新兵器の開発だけなく、爆発物による大気汚

染、戦時における森林への除草剤散布や海への石油流出など、生き物たちの生息環境と生命を破壊してき

ました。そしてまさに今、連日に渡るロシアによるウクライナ攻撃で、日々膨大な数の死傷者が出ていま

す。子どもたちや動物たちの痛ましい姿に胸が裂ける思いです。 

国内に目を向けると、水不足問題を抱える外国企業に、日本の貴重な水源の森が次々と買収されている

現実があります。日本もすでに「水戦争」の戦場。さらに、国内外の投資家による「再生可能エネル

ギー」の名の下に行われる広大な森林伐採。森林が二酸化炭素の吸収源であるならば、これはもはや自然

破壊に他なりません。早急に法規制が必要です。 

多種多様な生命あふれる森、豊かな水源の森は「平和の証」です。「森を守り、水を守り、命を守る」

という私たちの理念を発信するとともに、奥山保全トラストが所有する水源の森は、未来永劫に守り抜

き、次世代へと継承していきます。   

理事長 米田 真理子 
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（口座名）公益財団法人 奥山保全トラスト 

トラスト地管理資金等に  
ご協力ください  

トラストだより VOL.24 

～森を守り、水を守り、命を守る～  

 ＮＰＯ法人の頃より当財団を支えて下さった赤木監事、藤田理事が、3月をもってご勇退されました。  

 赤木監事はご職業である弁護士の知見を活かし、当財団の運営が適正に為されているか、監事としてご

指導くださいました。藤田理事は長年医師として命に携わっていた立場から、森や水を通じて命を守る活

動に想いを寄せてくださり、財団の運営にご尽力くださいました。  

 奥山保全トラストの歴史はこのお二方を抜きにしては語ることはできません。財団の礎を築いていただい

た感謝を忘れず、お二方の水源の森への想いを形にできるよう、より一層邁進してまいります。今後はお二

方とも、名誉顧問としてお力添えいただきます。  

監事 赤木 文生 様（弁護士） 

 

 室谷前理事長が学生の頃から20年以上ともに自然保護活動に取り組み、奥山保

全トラストが財団となってからは設立当初より監事として関わって参りました。

いまなお精力的に活動されている団体であることを嬉しく思います。 

 振り返れば、白山（岐阜県）や池ノ谷（三重県）など、実際に訪れたトラスト 

地の思い出は多く、豊かな自然に触れることで守る重要性を肌で感じてきまし 

た。しかし、再生可能エネルギー開発による奥山水源の森の破壊や、野生動物の 

おかれている状況などまだまだ問題は山積みです。役員は引退となりますが、こ

れからも陰ながら応援して参ります。 

理事 藤田 昌英 様（医師） 

 

 2014年に当財団の理事に推薦され、今まで務めて参りました。医療の場でも

様々な貢献をしてきたと自負していますが、自然保護でもこのような人生になる

とは思いも寄らないほど、色々な活動をさせていただきました。 

 中でも忘れられないのは、戸倉トラスト地（兵庫県）で、職員による人工林の

強度間伐を沢向かいから撮影したことです。残雪の厳しい寒さの中での作業で、

帰ってから凍傷を負っているのに気づきました。また、2006年当時、「三重県 

大台町 水源の森トラスト基金」に、貴重な水源の森をなんとか残したいという強

い想いで、協力金を振り込んだことも思い出です。奥山保全トラストの更なる発

展をお祈りし、退任の挨拶といたします。  

２つの観測地点の地面の高さの差を測り、記録していきます。 

 池ノ谷トラスト地に設置された木と石だけの現地

材を使用した堰堤（トラストだよりvol.19参照）の

効果について、本格的な調査研究を開始することに

なりました。当財団理事の高田直俊先生（土木工学

専門）のご指導で、この堰堤が上流から池に流入す

る土砂をどのぐらい堰き止めているのか、光学式水

準器を使って調査することになりました。第１回目

の作業を4月11日に実施し、観測地点の半分に杭を打

ちました。残りの杭打ちは、5月7日に行う予定で

す。その後は定期的に土砂の堆積量記録を取り、学

術的な発表をしたいと考えています。 

 一緒に作業をしたり調査にご参加くださる方を募

集しています。ご興味のある方はご連絡ください！  


